
 改訂版 

新潟県スポーツ協会プレ創立 100 周年記念 
～We Love Sports We Love Niigata～ 
第 45回新潟県スポーツ少年団競技別交流大会 

第 49回空手道大会開催要項 
「この事業は公益財団法人新潟県スポーツ振興米山稔財団の助成を受けて実施しています」 

「公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業」 

 

１ 趣旨  地域スポーツの振興に伴い、各スポーツ少年団がそれぞれ活発な活動を展開している。この状況に

即し、スポーツを愛好する団員が一堂に集い、日頃鍛えた技を競いながらお互いの交流を深めると

ともに、団員の能力開発を目指す場とする。 

 

２ 主催  公益財団法人新潟県スポーツ協会新潟県スポーツ少年団 

 

３ 共催  小千谷市 小千谷市教育委員会  

 

４ 後援  新潟県 新潟県空手道連盟 新潟日報社 小千谷市スポーツ協会 

 （予定） 

５ 主管  令和７年度新潟県スポーツ少年団空手道大会実行委員会 

 

６ 期日  令和７年８月24日（日） 

 

７ 会場  小千谷市総合体育館 小千谷市大字桜町4915  ℡ 0258-83-0077 

 

８ 日程  開      場  午前 ８時００分 

      受      付  午前 ８時００分～８時３０分 

審判・指導者会議  午前 ８時３０分 

      開 会 式  午前 ９時００分 

            競 技 開 始   午前 ９時３０分 

 

９ 競技種別 

（１）団体・形 

  ア 小学生低学年（１～３年生）選手３名  予備選手２名以内 男女区分無し・男女混合可   

  イ 小学生高学年（４～６年生）選手３名  予備選手２名以内 男女区分無し・男女混合可  

  ウ 中学生 選手３名  予備選手２名以内  男女区分無し・男女混合可 

（２）団体・組手 

  ア 小学生 選手３名  予備選手２名以内  男女別  

  イ 中学生 選手３名  予備選手２名以内  男女別 

（３）個人・形 

  ア 小学生低学年 男子     イ 小学生低学年 女子 

  ウ 小学生中学年 男子     エ 小学生中学年 女子 

  オ 小学生高学年 男子     カ 小学生高学年 女子 
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キ 中学生    男子     ク 中学生    女子 

 

（４）個人・組手 

  ア 小学生低学年 男子     イ 小学生低学年 女子 

  ウ 小学生中学年 男子     エ 小学生中学年 女子 

オ 小学生高学年 男子     カ 小学生高学年 女子 

キ 中学生    男子     ク 中学生    女子 

 

10 参加資格及び参加数 

（１）令和７年度日本スポーツ少年団登録団員及び指導者。 

（２）スポーツ安全保険等に加入している者。 

（３）団体戦の各種目の出場枠はそれぞれ１単位団から１チームまで。 

（４）団体戦・組手は３名でのチーム編成が困難な場合は、２名以上での参加を認める。 

（５）個人戦・形並びに組手の出場枠はそれぞれ１単位団から３名までとする。 

 

11 表彰  

（１）団体戦・個人戦とも１位～３位の入賞者には賞状を授与する。 

（２）団体戦・個人戦とも１位～３位の入賞者には入賞メダル（新潟日報社寄贈）を授与する。 

 

12 申込方法 

（１）大会参加費は以下のとおりとする。 

競技種別 参加料 

団体形 １ 団    ３，０００円 

団体組手 １ 団    ３，０００円 

個人形・個人組手 １種目１人  １，０００円 

 

（２）単位団ごとに、大会参加申込書（エクセルファイル）、大会参加費納入書（エクセルファイル）をメールに

添付して、令和７年７月10日（木）までに下記アドレスへ送信すること。また、その際にスポーツ少年団

登録システムの帳票による登録確認用紙（団情報、団員名簿、指導者名簿）も写真データ等で必ず添付す

ること。(申込の時点で未登録者がいた場合、その者は出場することはできない) 

※参加申込書類はメールのみで受け付け、郵送では受け付けない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒940-2401 

長岡市与板町東与板236 

新潟県スポーツ少年団空手道専門部長 遠藤 清 

TEL： 090-4594-7870  FAX：0258-72-4635 

E-mail：karate_entry@yahoo.co.jp 
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（３）大会参加費は、単位団ごとに以下の指定口座へ「団体名」で振り込むこと。振込み手数料は自己負担とす

る。なお、参加者都合による参加辞退の場合は返金しない。 

口座  第四北越銀行 与板支店 普通 口座番号6303255 

名義  新潟県スポーツ少年団 空手道専門部  

13 問い合わせ先 

〒940-2401 長岡市与板町東与板 236 

新潟県スポーツ少年団空手道専門部 遠藤清 Tel：090-4594-7870 

 

14 競技規定・方法 

（１）（公財）全日本空手道連盟競技規定並びに細則、全国中学校空手道連盟申合せ事項、全日本少年少女空手道 

選手権大会協議委員会打合せ細則に準じて行う。（令和７年度全少・全中ルールを適用する） 

（２）形競技個人戦（小学生） 

 ア 演武は２名同時に行い、審判員５名（または３名）の赤・青旗の多数決により勝敗を決定するトーナメ

ント方式で行う。 

イ ベスト８までは撃砕第１、第２、平安又はピンアン初段～５段の中から選択し、同じ形を繰り返し演武 

できるものとする。 

ウ ベスト８以上は全空連第１指定形・第２指定形及びベスト８までに演武していない(イ)の形から選択し、 

同じ形を繰り返し演武できるものとする。 

  エ 主審の笛の合図で演武を開始する。 

（３）形競技個人戦（中学生） 

ア 演武は２名同時に行い、審判員５名（または３名）の赤・青旗の多数決により勝敗を決定するトーナメ

ント方式で行う。 

イ ベスト８までは鉄騎、三戦、撃砕第１、第２、平安又はピンアン初段～５段、及び全空連第１指定形・ 

第２指定形中から選択し、同じ形を繰り返し演武できるものとする。 

ウ ベスト８以上は自由形とし、同じ形を繰り返し演武できるものとする。ただし、ベスト８までに演武し 

   た形は使用できない。 

エ 主審の笛の合図で演武を開始する。 

（４）形競技団体戦（小学生・中学生） 

  ア 演武は１チームずつの演武とし得点制で行い上位 4チームの決勝戦進出チームを選出する。同点が出た

場合は再試合を行い順位決定する。 

イ 小学生団体形の演武出来る形は、撃砕第１、第２、平安又はピンアン初段～５段の中から選択し、同じ 

形を繰り返し演武できるものとする。 

  ウ 中学生団体形の演武出来る形は、中学生個人形に準じる。 

  エ 入場、整列、形の隊形、始め、直れ、礼などの一切の号令・合図は認めない。 

（５）組手競技（小学生・中学生） 

ア トーナメント方式で行い、審判員３～５名での判定方式で実施する。 

イ 競技時間は１分００秒としフルタイムとする。 

ウ 勝敗は競技時間内に６ポイント差が生じた場合、並びに競技終了時に得点の多い選手、同点の場合は先

取のあった選手を勝者とする。 

エ 団体戦は、２名先勝時点で終了とする。 

オ 団体戦に登録された団員のオーダー変更は自由とする。 
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カ 安全具については、全空連検定品を用いる。（インステップガード及びシンガードを着用すること） 

  キ 拳サポーターについては、小学生はリバーシブル拳サポを使用し、赤青拳サポの使用は不可とする。 

中学生は赤青拳サポを使用する。 

 

15 その他 
（１）申し込み締め切り後の団員の変更は一切認めない。 
（２）各団とも審判１名以上を必ず帯同すること。 

（帯同できない場合は主管団体に連絡し、対応を協議すること） 

（３）参加団員は少年団名、氏名を明記したゼッケンを背中、スポーツ少年団々員登録証を左袖につけること。 

（４）赤・青帯は持参する事、空手着と共に記名は認める。 

（５）各単位団の代表者は、当日の指導者会議に必ず出席すること。 

（６）各団３名までの指導者（監督）の参加を認める。指導者（監督）は空手着を着用し、胸に所属を明記する 

こと。 

なお、試合場では団員の後ろに座して監督することとし、立ったままでの監督行為は厳に慎むこと。 

（大会本部からコートが見えないと進行及び審判の妨げになるため） 

（７）万一競技中に団員が負傷した場合は主催者において応急処置はするが、各団の責任でスポーツ傷害保険に 

加入しておくこと。 

（８）組合せ等は、主催者又は主管団体の責任で行う。 

（９）申込期日に遅れた場合や申込書に必要事項未記入があった場合などは参加を受け付けない。 

（10）参加申込書に記載される団員名は賞状に使用するので間違いのないように記載すること。又ふりがなは必 

ず記入すること。 

（11）各団とも開会式には団名を記したプラカード、単位団旗を持参すること。 

（12）会場内でのフラッシュを使用した写真撮影及び試合会場フロアにおける写真撮影、動画撮影は禁止する。 

（13）各自のごみや持ち込んだ物は必ず持ち帰ること。体育館内のごみ箱等は使用しないこと。 

（14）各団体の保護者、指導者は責任をもって落書きやその他、体育館使用上の規則違反をさせないように監督・ 

指導をすること。 

 


